
稲城市立稲城第六小学校   
   

                                   

        

プラ板に自分の好きな絵を描き、キーホルダー作りをします。（ひとり、月に 1 回です。）                                                                                                                           

 

★将棋の時間 8 日（金）午後 3 時～  （礼儀作法から学びます。） 

吉澤先生に色々な指し手、詰みの指し方等、将棋のことをたくさん聞きましょう。     

       

ミニ卓球大会             ミニ卓球初心者大歓迎。 

14 日（木）午後 3 時～       スタッフが基礎から手取り足取り教えます。 

                                                

フランス語教室 20 日（水）午後 2 時半～  Bonjour
ボ ン ジ ュ ー ル

, tout
ト ゥ ー

 le
ル

 monde
モ ン ド

！ 

           ★こんにちは、皆さん！ 

 

工作の時間 「スノウボトル」 25 日（月）午後 2 時半～  

空きペットボトルの中に好きな絵を描いたプラ板、ラメ、魔法の水を入れて 

ふたをよくしめてから、ふります。スノウボトルの出来上がり。 

 

おもちゃのボーリングでバトルしよう！！点数付けは本格的だよ！ 

 

天気の良い日は外遊び。午後 3 時半～4 時                                   
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≪注意事項≫ 

☆受付場所 3 階放課後子ども教室 

☆活動場所 3 階放課後子ども教室（なかよし広場・体育館を使用する場合もあります。） 

☆受付時間 水色の放課後子ども教室出席カード表面参照 

☆実施時間 平日授業の日・・放課後～午後 6時 

      長期休業日・・・午前 8時 30分～正午、午後１時～午後 6時 

       ※土曜日、日曜日、祝日はお休みです。 

 

《６小放課後子ども教室からのおねがい》 

♪ 出席カード（日付、押印、お迎え・おやつの有無）うわばき（記名）は、必ずお持ちください。        

♪ 専用の靴箱があります。学校用の上履きを使用する場合は、毎回お持ち帰りいただくようお願いいたします。 

♪ 子ども教室にて受付をしたら、クラスに忘れ物を取りに行くことはできません。 

♪ 必要に応じて昼食、水筒をご持参ください。（保冷材を使用するなど衛生面にご配慮をお願いいたします。） 

♪ 活動場所は学校行事などにより変更する場合があります。 

♪ 参加時間（お迎えの有無）や教室での過ごし方について、ご家庭でよく話し合ったうえでご利用ください。 

♪ おやつの時間は、午後 4 時 10 分～午後 4 時 30 分です。（保護者会の日は混雑が予想されるため提供しません。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜稲城第六小学校「放課後子ども教室」出入口までの略図＞ 
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＜稲城第六小学校放課後子ども教室＞ 

                070-2190-6623 

＜稲城市教育委員会   生涯学習課＞ 

042-378-2111(内線 733) 

「放課後子ども教室」に関するご質問等 

について、学校にお問い合わせいただいて

もお答えできませんので、ご注意ください。 

 

＜お知らせ＞ 

～フードドライブの活用について～ 

引き取り期限の過ぎたおやつは処分することとしていますが、食品ロスを考慮し、 

フードドライブの活用等により、必要なかたの元へ届くよう手配いたしますので、 

ご理解いただきますよう、お願いいたします。 

 


